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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
－発光面から主要発光方向に光を出射する発光ユニットであって、基板を有する有機発光
ダイオードである、発光ユニットと、
－光を前記有機発光ダイオードの前記基板の外部に出力する外部出力ユニットとを含む照
明装置であって、前記外部出力ユニットは、
　－前記発光ユニットの前記発光面に光学的に結合された第１中央領域、及び前記第１中
央領域を包囲する第１周辺領域を有する第１表面と、
　－前記第１中央領域に対向する第２中央領域、及び前記第１周辺領域に対向し、前記第
２中央領域を包囲する第２周辺領域を有する第２表面とを有する導光板であり、前記第１
表面及び前記第２表面は、互いに対向し且つ実質的に平行で、前記主要発光方向に実質的
に垂直であり、前記第２中央領域は構造化されず、前記第１周辺領域、前記第２周辺領域
、及び前記第１周辺領域と前記第２周辺領域との間の中間領域のうちの少なくとも１つが
構造化され、ａ）前記発光ユニットの前記発光面の面積の、ｂ）前記外部出力ユニットの
前記第１表面又は前記第２表面の面積に対する比は０．５より小さい、照明装置。
【請求項２】
　前記主要発光方向の前記外部出力ユニットの寸法は、前記発光面の周縁の２つの対向す
る部分を結び、且つ前記発光面の中心を横断する最も短い直線の長さの１／５より大きい
、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記主要発光方向の前記外部出力ユニットの寸法は、前記発光面の周縁の２つの対向す
る部分を結び、且つ前記発光面の中心を横断する最も短い直線の長さの半分より小さい、
請求項１に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記第２中央領域は前記第１中央領域より大きい、請求項１に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記外部出力ユニットの寸法は、全内部反射によって規定される外部出力角度範囲を規
定し、前記主要発光方向に対する出射角度を包囲する、外部出力角度範囲外の出射光線は
、前記内側第２表面が平面状な場合、前記内側第２表面上で全反射され、前記第２中央領
域は、平面状で、且つ前記外部出力角度範囲内の全ての光線が前記第２中央領域にぶつか
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るよう設計される、請求項１に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記第１周辺領域及び前記第２周辺領域の一方は平面状であり、前記第１周辺領域及び
前記第２周辺領域の他方は構造化されている、請求項１に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記第１周辺領域及び前記第２周辺領域が構造化されている、請求項１に記載の照明装
置。
【請求項８】
　前記第１及び第２周辺領域は、異なる構造化がなされている、請求項７に記載の照明装
置。
【請求項９】
　前記構造化は、屈折構造及び拡散構造のうちの少なくとも１つによって提供される、請
求項１に記載の照明装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の照明装置であって、
－前記照明装置は、前記主要発光方向に光を出射する複数の発光面を有する複数の発光ユ
ニットを含み、
－前記第１表面は、前記複数の発光面に光学的に結合された複数の第１中央領域、及び前
記複数の第１中央領域を包囲する複数の第１周辺領域を含み、
－前記第２表面は、それぞれが各々の第１中央領域に対向する複数の第２中央領域、及び
それぞれが各々の第１周辺領域に対向し、対応する第２中央領域を包囲する複数の第２周
辺領域を含み、
　前記第１周辺領域、前記第２周辺領域、及び前記第１周辺領域と前記第２周辺領域との
間の中間領域のうちの少なくとも１つが構造化され、ａ）前記複数の発光ユニットの複数
の発光面の面積の和の、ｂ）前記外部出力ユニットの前記第１表面又は前記第２表面の面
積に対する比は０．５より小さい、照明装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の照明装置であって、前記照明装置は、前記外部出力ユニットから出た
光を前記外部出力ユニット内に戻すよう反射するための反射要素を、前記外部出力ユニッ
トの全表面の一部に有し、前記全表面は、前記第１及び第２表面、並びに前記第１表面と
前記第２表面とをつなぐ側面によって形成される、照明装置。
【請求項１２】
　前記反射要素と、前記全表面の少なくとも一部との間には隙間が存在する、請求項１１
に記載の照明装置。
【請求項１３】
　請求項１に記載の照明装置のグループを含む、照明システム。
【請求項１４】
　照明装置を製造するための製造方法であって、当該製造方法は、
－発光面から主要発光方向に光を発する発光ユニットであって、基板を有する有機発光ダ
イオードである、発光ユニットを提供するステップと、
－光を前記有機発光ダイオードの前記基板の外部に出力するための外部出力ユニットを提
供するステップとを含み、前記外部出力ユニットは、
－第１中央領域、及び前記第１中央領域を包囲する第１周辺領域を有する第１表面と、
－前記第１中央領域に対向する第２中央領域、及び、前記第１周辺領域に対向し、前記第
２中央領域を包囲する第２周辺領域を有する第２表面とを有する導光板であり、前記第１
表面及び前記第２表面は、互いに対向し且つ実質的に平行で、前記主要発光方向に実質的
に垂直であり、前記第２中央領域は構造化されず、前記第１周辺領域、前記第２周辺領域
、及び前記第１周辺領域と前記第２周辺領域との間の中間領域のうちの少なくとも１つは
構造化され、ａ）前記発光ユニットの前記発光面の面積の、ｂ）前記外部出力ユニット前
記第１表面又は前記第２表面の面積に対する比は０．５より小さく、
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－前記発光ユニットの前記発光面と前記第１表面の前記第１中央領域とを光学的に結合す
るステップをさらに含む、製造方法。
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